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住民等説明会要旨 

１ 説 明 会 エネルギー回収型一般廃棄物処理施設・新最終処分場住民説明会 

２ 開催日時 令和２年11月９日（月）午後６時30分から午後７時35分まで 

３ 開催場所 平泉町役場 

４ 参 加 者 14人 

５ 事 務 局 

青木幸保副管理者、佐藤善仁副管理者、髙橋邦夫副管理者、村上秀昭事務局長、 

小野寺啓総務管理課長、小野寺正行一関清掃センター所長、 

菅原彰大東清掃センター所長、吉田健総務管理課施設整備係長、 

中村謙介総務管理課主査、 

一般財団法人日本環境衛生センター６名（以下、日環センター） 

６ 説  明 

 第３回説明会の概要について 

 検討状況について 

 今後の予定について 

 情報提供「今日の一般廃棄物処理施設」 

７ あいさつ 

お忙しい中お集まりいただき感謝申し上げる。 

参加者には新型コロナウイルス感染症対策としてのマスクの着用、入り口での手指消

毒、体温計測などにご協力をいただき、感謝申し上げる。 

本日は、前回９月に開催した第３回説明会以降に検討してきた新処理施設及び新最終

処分場の施設規模の案、新処理施設で回収するエネルギー量の見込み、施設整備候補地

の評価の案について説明する。 

候補地の評価については、検討した全ての評価項目の評価作業を終えた状況を案とし

て説明するが、組合として建設候補地を絞り込むためには、構成市町である一関市及び

平泉町との協議などを経る必要があり、年内に絞込みを終えることを目標としている。 

多くのご質問、ご意見をいただきたい。 

８ 説明内容 

 前回の住民説明会の概要について 

令和２年11月発行組合広報誌「くらしの情報」により事務局から説明した。 

 検討状況について 

① 新処理施設の施設規模（案）について 
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焼却対象ごみの将来推計から計算し、１日当たりの処理能力を106トンの施設規

模とする案を説明した。 

② 新最終処分場の施設規模（案）について 

埋立量の将来見込から計算し、埋立容量を126,800立方メートルの施設規模とす

る案を説明した。 

③ 新処理施設のエネルギー量の見込みについて 

①の施設規模案から見込まれるエネルギーの種類と量の見込について説明した。 

④ 候補地の評価（案）について 

新処理施設と新最終処分場の整備候補地の評価について、予定していた評価作業

が完了したことから、新処理施設は「弥栄字一ノ沢ほか」が、新最終処分場は「千

厩字北ノ沢ほか」が最適な整備候補地であるとした評価案の内容を説明した。 

 今後の予定について 

   と合わせて事務局より説明した。

 情報提供「今日の一般廃棄物処理施設」 

日環センターより情報提供を行った。 

９ 質疑応答 

参加者 新処理施設は、焼却方式を基本として100トンを超える施設規模で計画してい

るということだが、施設規模はできるだけ小さい方がいいと思う。余熱を電気や

温水として利用するとのことだが、燃やすものが無くなれば余熱活用施設は使え

なくなる。ごみが減少した場合、焼却施設や余熱活用施設はどうなるのか。他の

自治体の事例などを紹介してほしい。 

事務局 焼却処理は、廃棄物処理における４番目の手段である。 

１番目はごみを減らすリデュース、２番目は再利用するリユース、３番目がマ

テリアルリサイクル、４番目が焼却処理してエネルギーを回収するサーマルリサ

イクルである。 

生産された物が永遠にリサイクルされていくということは難しい。ごみの減量

については、これまでもこれからも努力していく考え方で施設整備を計画してい

る。 

例えば、東京都も同様の考えであり、いろいろなリサイクルのルートをつくり

ごみの減量化が進んでいる。工場の建替えに当たっては施設規模をスケールダウ

ンして整備するというような形になっている。 

10 担 当 課 総務管理課 








